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第１３３回腐葉土と野菜つくりの会    報告：澤村（以降、同名で略す） 

 

 １１月２２日（日）９時開始、くもり、出席者 22 名。 

 今回の作業：第一基切返し、第二基落ち葉仕込み、第 1回目ダイコン収穫など。 

 冒頭に先の「市民健康福祉祭り」で当会へ入会しました新入会員の紹介。10 月に仕込んだ第

一基は、10 月～11 月の気温が高めでしたので、発酵が進んでいるようでした。本来は、第一基

に落ち葉の切り込みを予定しましたが、3月使用まで熟成が心配でしたので、量は少ないですが

切返しだけにしました。環境課に集めて頂いた落ち葉とグランドゴルフ会員の皆さんが集めた

落ち葉の処理に困っていそうなので会長間で交渉したら、喜んで頂けることなり、自分達で集

めなくても第二基目が満杯になり、三基目まで作ることになりました。終了後、畑に移動して

ダイコン（オオクラ）の収穫を行いました。しかし、生長具合に少々不揃いがあり、しかも少

し早目で葉を食べる人に丁度良かったのですが、形状の悪いのが沢山ありました。

  
 落ち葉を積層して、さあ踏み込み開始！ 一寸形のわるいものもあるけど味は変わらないよ！ 

 

第１３４回腐葉土と野菜つくりの会             

 

 １２月２０日（日）９時開始、晴/風と今年度最低気温、出席者 11 名。 

 今回の作業：第一基 2回目切返し、第二基落ち葉切り込み、第三基落ち葉仕込み、第 2回ダ

イコン収穫など。 

 冒頭に先の「市民健康福祉祭り」で当会へ入会しました新入会員の紹介（前回の欠席者）。第

一基の熟成を確認しながら 2回目の切返しを実施。今年度、最低気温と北西の強風で寒くて、

今回は参加人数が少なく二基目の切返しは延期し、三基目へ環境課に集めて頂いた落ち葉と会

エコニュース  
さ っ て  

味には変わりはないと自覚しながら、取敢えず、約

130 本程を、形状を含めて公平に分けあいました。

一人７～8本充てになり、食べたり、切干にしたり

したそうです。 

 



2016年 9月 20日     エコニュースさって           第 66号 

 2 

員が敷地内から集めた落ち葉を積層しました。畑へ移動して残った約 200 本のダイコン全て抜

く予定でしたが、出席者数が少なく、形が悪いものが多く、太く生長し重くて持ち帰れないこ

とから、80 本程残して、素直な形と形の悪いものを抜き公平に配分しました。なお、今年度ダ

イコンの形が悪かった原因は、おそらく秋が温かくて生長が速く、土壌の耕し不足や腐葉土と

鶏ふんを散布した後に細かな粒が残っていたために、半数以上がダイコンの根が分岐したり真

っすぐ伸びられなかったと考えられ、来年度は同じことを繰り返さないよう作付に注意するこ

とにしたい。因みに、筆者の家では、アオクビダイコンを栽培しているので、今回収穫したオ

オクラダイコンは全て切り干しにして食することにしました。数日間天日干し切り干しは結構

甘く変わっていました。 

  

第１３５回腐葉土と野菜つくりの会         

 1 月１７日（日）10 時開始、うす曇り、出席者 

 今回の作業：全員で第一基３回目の切返し、第二

基１回目切返し、第三基は環境課に集めて頂いた落

ち葉を切り込み、ダイコンの収穫をそれぞれ実施。

第一基は発酵・熟成が進み既に使用が可能な状態に

成りつつありました。第二基は発酵中で湯気が起っ

ていました。終了後、畑に移動して約 80 株残され 

たダイコン全てを収穫しました。 

 

 

 

第１３６回腐葉土と野菜つくりの会             

  

 ２月２１日（日）１０時開始、晴強風、出席者 18 名。 

 今回の作業：今年度作製の第一基熟成腐葉土の頒布。10 月からの開始で 3回の切返しで、発

酵が進み、ほぼ満足するまで熟成していました。ほとんど売れてしまい、残りは３月の種ジャ

ガイモを植える予定の畑に運びました。前日の多雨でぬかっていたため散布は後日としました。

第二基は２回目と第三基は１回目の切返し。 

 
  

第１３７回腐葉土と野菜つくりの会             

  

 ３月１３日（日）９時開始、曇り真冬の気温、出席者 15 名。 

地球温暖化とはいえ、１～２月は寒

い日が続き、また切り込んだ落ち葉

に水をやり過ぎた感があり、発酵が

進まなかったようでした（切返し時

に湯気が出ない）。５月の連休前の

頒布までに熟成するかが心配です。 

 

←今年度作製の第一基熟成腐葉土

の頒布 

 

第二基 1回目の切返し 
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 今回の作業：ジャガイモ 40 ㎏（男爵 20 ㎏、キタアカリ 20 ㎏）植え。クワを使って少し高め

の畝を幅 80 ㎝でつくり、少し畑の排水が悪いので畝の上に溝を作って、株間 30 ㎝でＬ～Ｍの

ジャガイモを半分に切ったものを草木灰で殺菌して切口を下にして植えました。イモとイモの

間に元肥えとして軽く一握りの化成肥料（チッソ：リン：カリ＝８：８：８）を施肥しました。

畑はこれまで熟成腐葉土や鶏ふんを何回か散布して良い土壌になってきており、地主が耕して

くれていましたので土が柔らかく作業し易くなっていました。作業終了後、午後の役員会出席

をお願いして散会しました。 

 なお、今回はジャガイモ植えがあったので２０名以上の参加人数を予想していましたが、大

変寒く、インフルエンザや花粉症の人もいて参加人数が少なかったので、第二基腐葉土の切返

しは中止しました。したがって、４月の熟成腐葉土の頒布は難しくなりました。 

  

第１３８回腐葉土と野菜つくりの会            

 ４月１７日（日） ９時開始、晴、出席者 17名。 

今回の主な内容と作業：平成２８年度総会。第２基と第３基の切返し。 

 桜泉園の２階を借用して、会長の議長と松本氏の司会・進行役の下で平成２８年度総会が開

催されました。２７年度活動報告（案）、決算報告（案）、リーフ制度の簡易化とタマネギ栽培

の復活などの規約の一部変更、会計などの役員の一部交代、更に２８年度活動計画（案）と予

算（案）がそれぞれ提案され修正なく承認され、１時間で終了しました。 

 総会後、第２基と第３基の切返しを全員で行いました。残念ながら、３月度出席人数が少な

く、切返しを実施しなかったため５月の連休に向けた腐葉土の熟成が進まず頒布ができません

でした。したがって、これから急がず十分熟成してから頒布することにしました。 

  

 ４月３０日(土） 臨時開催、晴、出席者数；１５名。 

 作業：ジャガイモの芽欠き、追肥、土寄せを行うため、急きょの案内でしたが、１５名と多

数出席しました。今年は、あまり大きくせず中位のイモを数多く収穫することにして、丈夫な

芽を３本残しました。その後、株間に化成肥料を一握りずつ追肥しました。例年、雨が多く、

畝を高めに作りましたが、今年は雨が少なく土壌が硬いため中耕して、クワで第１回目の土寄

せを行いました。 

 

第１３９回腐葉土と野菜つくりの会           

  

 ５月１５日（日） ９時開始、晴、出席者 17名 

 今回の作業内容：サツマイモ苗、ベニアズマ 500 本の植付けとジャガイモの 2 回目土寄せ。 

畝の作り方とサツマイモの植え方を説明・確認してから作業開始しました。先ずは、苗の扱い

（新鮮でなく少ししおらかす、白い根が出ている状態）と畝の幅 1ｍ間隔、畝高さ 10～15 ㎝の

畝を作り、その後で、苗間隔 40 ㎝、植え方に畝に平行と垂直の意見があったので 5 畝ずつ 10

畝をイモが多数生る様に水平植えで行いました。さらに、ジョ―ロを使ってたっぷり水をやり

ました。その後、ジャガイモ畑の土が硬いので中耕してから、ジャガイモは根茎のため、イモ

が表土に露出（緑になり有毒）しないように、第 2回目の土寄せを行いました。 

 なお、5月の連休明けに地主が畑をきれいに耕してくれていましたので、大変作業し易く 

地主には有り難く感謝申し上げます。 

 

第１４０回腐葉土と野菜つくりの会           
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 ６月１９日（日） ８時開始、天気；薄曇り  出席者 23名 

 今回の作業：上記、小中学校向けの熟成腐葉土 24袋詰めと奥マメを植える場所の草取り、全

てのジャガイモの収穫。 

 熟成腐葉土の袋詰グループ（終了後畑移動）と畑グループの 2 グループに分かれて作業。畑

グループは、先ず全員で草取りを実施。ジャガイモは予定していたより生長が速く、全ての葉

が黄色くなっていたので、2 回に分けての収穫予定を急きょ変更して男爵、キタアカリの全てを

収穫することとしました。急に変更しましたので、ジャガイモを欲しくて参加出来ない会員に

は対応することにしました。40㎏の種イモからの収穫で地主、駐車場などへのお礼を含めて、

男爵、キタアカリのそれぞれが大きなレジ袋一杯になるほどのかなりの収穫でした。また今年

は茎を３本立てにしたので中サイズのイモが多かったようでした。 

 

 7 月 2日（土）臨時開催。8時開始、天気；曇り、出席者 18名。カレー昼食懇親会出席者 

19名。 

 内容：畑の草取り、奥マメ苗床作製と種マメ播き。第二基と第三基の一部（少し完熟不足だ

が）の熟成腐葉土頒布。第 3 回カレー昼食懇親会の実施。冒頭、熟成腐葉土の袋詰をして、途

中から畑グループとカレー調理グループ（女性）に分かれました。畑グループは奥マメを植え

る予定場所とサツマイモ畑の草取り、奥マメの育苗用の苗床作製と種マメ播き（水遣りをタッ

プリ）を行いました。当日は、曇りでしたが蒸し暑くかなりの汗をかき、10時半に作業を終了

させました。カレー調理グループは 9 時過ぎに中央公民館調理室に移動して、先に収穫したジ

ャガイモを使い、他の食材はスーパーで購入してカレーライスを調理しました。また、別に草

（ヨモギ）餅が調理されました。全員が 12 時に集合して、賑やかに談笑しながら、きなこ付き

の草餅と大盛りのカレーライスを美味しく食べました。一時ですが楽しいコミュニケーション

の場を持つことができ、来年度もカレー昼食懇親会を継続することで賛同を得ました。 

  

今年は芽を 3本立てにしたので中サイズだね！   自分達の収穫物を使っての料理は格別 

                        美味しいね！ 

【会員募集中！】環境保全活動を一緒にやっていただく方を募集しております。是非、貴方も参加し

ませんか。〔さって市民環境ネット〕 ★問い合わせ 澤村 邦夫（代表）まで ＴＥＬ 0480-42-3384 

幸手の環境活動グループ：幸手権現堂桜堤保存会、権現堂川地域環境保全協議会、幸手自然愛護会、幸

手ひがし幼稚園、エコ・グリーン幸手、くらしの会、上高野婦人会、倉松探検隊、幸手中央ロータリークラ

ブ、すこやか「食」の会、子育て支援ねっとわーく、いきがい・はなみずきの会(いきがい大学伊奈学20期) 

 


